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Faunal SuccessiorL through the Latest Paleozoic Orogeny
(二畳系舞鶴層群, その層序と古生代末造山運動に伴なう動物化石群
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(主 査)
論 文 調 査 委員 教 授 松 下 進 教 授 吉 沢 甫 教 授 松 下 久 遺

論 文 内 容 の 要 旨

舞鶴付近から始まって, 西南西に向い, 兵庫県を構ぎり, 岡山県南部に達する舛鶴地帯と称する特殊な

地帯があるO この地帯は二畳系と三畳系と夜久野通人岩類などからできているが, その二･_冒:系を舞鶴層群

と名づける｡ 舞鶴地帯も舞鶴層群も終戦直後にはじめて知られ, 命名され, その後, 詳しい研究がなされ

た｡ 著者は1952年以来, 舞鶴地帯の研究に参加 し, 特に舞鶴層群とその腕足類化石の研究に従事した｡ 主

論文は, この研究をまとめたものである｡

まず舞鶴層群の層序が述べてある｡ 上から最上部屑, 上部屑, 申郡層, 下郡層に区分されるが, 吊相と

の関係は下のとおりであるO

最上部 (公庄) 層 おもに公庄相 (三角州ないし扇状地相)

上 部 層 おもに粗粒柏 (貢岩 ･砂岩 ･傑岩よりなる)

中 部 層 南部は粘板岩相 北部は級化互層柏

(石灰岩の小 レンズをはさむ)

下 部 層 輝縁凝灰岩柏

化石は粘板岩相, 粗粒相, 公庄相から出る｡ おもに紡錘虫, 腕足類, 軟体動物であるが, 次の化石群が

区別される｡ ほとんど上記の岩相のどれかに対応するo

1. 紡錘虫化石群

(a) L ePidolina ioriyam ai 化石群

(ほとんど粗粒相に限られる)

(b) P alaeofusulina-R eichelina 化石群

(粘板岩相に限られる)

2. 腕足類一軟体動物化石群
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(a) 高内化石群 (L epiodus richihofeni ほか 9種の腕足類からなるO 粘板岩相に限られるO)

(b) 河東化石群 (腕足類17種, 二枚貝 3 種, 三葉虫 1種からなる｡ 粗粒相に限られる｡)

(G) 公庄化石群 (大部分, 二枚貝で 8 種, ほかに腕足類など｡ 公庄相に限られる｡)

次に化石による舞鶴層群と内外各地の代表的二畳系との対比が記されている｡

上に述べたとおり, 舞鶴層群の岩相は, はじめは南部では粘板岩相, 北部で級化互層であったものが,

次には全体が粗粒相となり, 最後には公庄相と称する三角州ないし扇状地柏に変わっている｡ 化石群でい

えば紡錘虫のほうは P alaeofusulina-R eichelina 化石群が L ePidolina toriyam ai化石群に変わり, 公庄

化石群の時には消滅 した｡ 腕足類一軟体動物化石群では, はじめ腕足類が大部分で, 二枚貝が少なかった

のが, 次第に軟体動物が増加 し, 最後の公庄相では大部分が二枚貝となってしまう｡ 腕足類の中では, は

じめ Spiriferacea が多いが, Productacea がふえて来る｡

こういう岩相や化石群の変化は, 海が浅 くなって公晦から内海- , さらに三角州一扇状地- と変わり,

ついに陸化したことを物語るものと推定される｡ この環境の変化は造山運動を反映していると思われる｡

すなわち舞鶴層群生成の初期は塩基性海底火山活動の時代であって, 舞鶴地帯も南側の丹波地帯も相違は

なかった｡ それが次の∴南部の粘板岩相, 北部の級化互層相の時代になると, 舞鶴地帯の北側に陸地がで

き, 南側の丹波地帯には砂岩が広く堆積 した｡ 次の粗粒柏の時代には, 丹波地帯も陸化 して, 舞鶴地帯は

内海となり, 北側の陸地は隆起を続けた｡

これらの化石群の変化は造山運動に伴なう環境の変化によるばかりでなく, 動物進化における特殊化と

環境変化に対する適応性にも支配されたと考えられる｡

参考論文 6 編はいずれも舞鶴地帯の層序と化石を取り扱ったものであって, うち 5 編は主論文の基礎を

なしている｡

その 1 は, 舞鶴地帯西部の岡山県福本地方の上部古生界と三畳系やそのほか夜久野塩基性岩について研

究 したものである｡

その 2 は, 兵庫県宍粟郡富櫓村から得られた菊石についての報告であって, この研究によってこれが三

畳紀最初期を示す G lyPtobhiceras の新種であることがわかった｡

その 3 は, 京都府福知山西方の夜久野地方の舞鶴層群, 中下郡三塁系夜久野層群, 上部三豊系難波江層

群の層序とそれらの地層が槽曲と断層で形成 しているサンドウィッチ構造について研究したものである｡
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その4 は,舞鶴地帯の中 ･下部三塁系の研究成果をまとめたものである｡ 同地帯を通 じて,三つの化石帯

が区別された｡ すなわち N eoschizodus-ttB akevellia", H ollandiies- ttD anubiies" および M onobhylliies

の 3 化石帯である｡ それぞれスキシアン, アニシアン, アニソーラディニアンである｡

その 5 は, 二塁系舞鶴層群の腕足類化石を研究 したものである｡ 第 1 部は河東化石群の研究であって,

20種(うち新種 2 )を記載 し,この化石群が中国楽平銃やパキスタンのソル ト･ レンジの P roducius 石灰岩

のそれに酷似しているこ'とを明らかにした｡ 第 2 部は高内化石群を取 り扱ったもので, L ebiodus richト

hofeni ほか 9 種を識別, うち8 種を記載 し, この化石群が中国楽平銃やパキスタンのソル ト･ レンジの

P roducius 石灰岩のそれによく似ていることを示 している｡

その 6 ほ, 舞鶴層群最上部の公庄層の腕足類化石の研究であって, 4 種 (うち新種 1 ) を記載 して い

る｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

主論文は舞鶴付近から西南西- 延びて岡山県に達する舞鶴地帯の主要構成メンバーである申 ･上祁二盟

足類一軟体動物化石群との変遷が造山運動による堆積環境の変遷に伴なうものであることを論 じている｡

舞鶴層群は下記のとおり特異な地層である｡ (1)舞鶴地帯の南側に広 く分布する丹波地帯の上部古生層と

岩柏や化石 (西南 日本の上部古生層で石灰岩以外の岩石から化石を産する地層は舞鶴層群のほかには, ほ

とんどない) の点で異なっている｡ (2)また舞鶴層群と同 じく二塁系中 ･上部の地層には北上山地の登米統

や球磨山地の球磨層群や広島県の苅田層群などがあり, 岩相や化石の点で前者に似ているが, 化石が紡錘

虫も腕足類も二枚貝も出る点では舞鶴層群に似た地層はほとんどないO (3)その地理的分布は耕鶴地;:嗣こ限

られている｡ (4)岩相の横の変化が顕著である｡

舞鶴層群は戦後はじめて知られ, 命名された地層であるが, 著者は 9 年前から, その研究に参加 して,

その中 心となって活動 し, この特異な地層の層序を明らかにした｡ そのうえ腕足類化石の細密な研究に基

づき, またすべての資料を総合 して, 化石群の変遷が古地理の変遷に対応 した, そして二畳紀の後半に公

海が内海となり, 北側の陸地が隆起 し, ついには海が消失するという興味ある結論をEtITして, 日本地史の

解明にとって重要な新知見をもたらしている｡

参考論文 6 編は, いずれも舞鶴地帯を研究 したもので, 多くは主論文の基礎をなすものであるが, 特に

2 編は舞鶴層群の腕足類化石全部を研究 したものであって, その化石が, 日本の他地のものに は 似 な い

で, 中 国の中 ･上部二塁系楽平統やパキスタンのソル ト･ レンジの P roducius 石灰岩の化石に,よく似る

という注目すべき事実を兄いだしている｡

要するに清水大吉郎は綿密にして総合的な方法によって, 戦後まで知られなかった二畳系舞鶴層群の地

史学的研究を行ない, 地史学に興味ある新知見を与え, 大きな寄与をなした｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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